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疫組織化学を用いて検討を行った。348症例のうち 47症例(13.5%)において GATA6 の
発現が認められた。GATA6 陽性肺腺癌は、若年(65 歳以下)、リンパ節転移陰性、高か
ら中分化、脈管侵襲陰性、粘液性浸潤性腺癌、粘液産生を伴う腺癌、KRAS 遺伝子変異、
TTF-1 陰性、MUC2 陽性、MUC5AC 陽性、HNF4α 陽性と相関がみられた。GATA6 陽
性肺腺癌は統計学的有意差はみられなかったものの、予後が良い傾向があった。GATA6 
は HNF4α の発現を介してあるいは直接 MUC5AC や MUC5B を発現させ粘液産生
を伴う肺腺癌の発生に関与する可能性が示唆された。また肺腺癌における GATA6 の発
現は HNF4α の発現と併せて予後予測因子となる可能性がある。 
以上の研究は粘液産生性の肺腺癌ｔ形成の解明に貢献し病理診断学に寄与するところ
が多い。 
  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 2年 2月 3日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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